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図 2地域気象モデルの計算領域

3.3非線形風況予測モデル MASCO丁

本研究で用いた局所風況予測モデル MASCOTは

ナビエストークス方程式に基づき,対象地点におけ

る 16方位の風速比・風向偏角を計算する。解析では

対象地点を中心に 10km四方の領域をとり,竜飛岬

付近での水平格子間隔を 10mと した。

4.計算結果

図 3には竜飛岬灯台における 10分平均風速の時

系列の一部を示す。一点鎖線が地域気象モデルのみ

の予測結果,鎖線が標準 0実風況変換法を用いて局

所地形の効果を取り入れた予測値,実線が観測値で

ある。地域気象モデルのみの予測結果は全体的な傾

向を捕らえているものの,風速を過小評価しており,

年間の平均風速の予測誤差は 25.4%に達した。これ

は水平スケール lkm以 下の小スケールの地形が考

慮されていないためであり,格子間隔 lkmの地域

気象モデルのみでは実際の風況精査を行うことはで

きない。一方,標準 0実風況変換を行つた場合,こ

の過小評価は大きく改善され,年平均風速の予測誤

差は 3.5%に減少している。

図 4には竜飛ウィンドパーク内の各風車のナセル

上で測定された年平均風速と本手法により予測され

た年平均風速との比較を示す。本手法による年平均

風速の平均予演1誤差は約 8%と なり,従来手法の予

測誤差の 3分の 1以 下になっていることがわかる。
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図4 年平均風速の実測値と予濱.恒 ヒ.1比較

5.まとめ

本研究では標準実風況変換手法を提案 し,地域気

象モデル RAMSと 局所風況予測モデルMttК OTを

用いて竜飛岬での局所風況を予測 し,実測結果との

比較検証を行つた。その結果,以 下の結論を得た

1)本手法により,観沢Jを行わずに風況精査を行 う

ことが可能 となり,風況精査に要する時間を 1

週間に短縮することができた。

2)本手法により数パーセン ト程度の誤差で年平均

風速は予測 可能であり,従来の手法に比べ,予

測誤差は 3分の 1程度に低減 した。
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